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～加藤藩テーマ選定の経緯～
一、facebookをはじめとしたSNSや、国際的な情報開示機関であるWikileaksの登場など

    それまでの社会には全くなかったような新しい現象が21世紀には登場。
二、社会を教える“社会科”に大きな関心を感じる。

三、社会科の中でも、歴史教育には多くの問題・疑問が存在
(教科書問題、高校において日本・世界史がABに分けられている理由etc)
四、“社会科における歴史教育”をテーマとする。

～社会科の歴史～

戦後、社会科教育には大きな変化が起こり、社会科は「戦後新教育の花形教科」「中核教科」などと呼ばれ「社会の様々な問題について自主的自立的に思考・判断する能力の育成を目標にする学問」として、人々の注目を集める存在であった。その後、1950年代後半から始まる高度経済成長期に差し掛かり、社会科は現代にも通じる社会科の形というものを形作り始めた。そして高度経済成長以降学習指導要領は3回改訂され、そのうちの第4次、第5次の改訂によって、現代の社会科の原型がしっかりと形作られ、それと同時に社会科教育が始め、目指した「社会の様々な問題について自主的自立的に思考・判断する能力の育成を目標にする学問」という目標からは後退していった。

～先行研究の紹介～

◆思想と歴史教育の問題

…政治史思想が絡む問題に発展する可能性がある。

　Ex.教科書問題、日の丸・君が代問題、歴史認識問題、領土問題
◆国際的な社会科教育における三つの相対化の必要性

①ヨーロッパ文明の相対化

　②日本文化および日本歴史の相対化

　③現代の相対化
◆暗記重視の社会科

　現状…基礎知識（地理的事象や歴史的事実とその流れなど）の習得に偏っている。

　⇔実際に求められているもの…基礎知識を利用し、社会を多面的に考察し判断する力を養い、社会参画への関心や意欲を育成する。
◆高校社会科の解体

…社会科が「地歴」と「公民」に二分されるが、現場に矛盾を生み出しているのでは？

→免許状も二種類に分離＝総合的な力を持つ教師より専門的な知識を持つ教師の育成を重視か？
◆学習指導要領における“歴史的思考力”とは何か
～「歴史的思考」とはなにか？～

◆歴史的思考力…高校の学習指導要領では、歴史的分野の“目標”として「歴史的思考力を培い」という文言がある。
◆先行研究①「歴史的思考力を育成する世界史教育の構築―米国AP World Historyの 

分析を手がかりとしてー」（藤岡弘輝、2010）

◇歴史的思考力：『歴史の領域に固有の内容（歴史的知識）と固有の研究方法（歴史的思考の技能）が 一体となって働く能力』

◇米国の高等学校でのAP世界史コースが“歴史的思考力”を育成するのに有効。

・あるテーマに関して（知識をもった上で）資料を読み解き、比較・因果関係の分析などの歴史研究法に基づいて生徒自身が歴史的事象を解釈、そして主張を行う自由記述論文を授業内と試験で一貫して行う。

・自由記述問題には、あらかじめ評価基準（世界史の授業の到達目標）が示されているため、生徒は何が求められているのか明確に把握でできる。

◆先行研究②「学習指導要領の変遷と歴史的思考力育成の課題」（戸井田克己、2004） 

◇指摘① 歴史というもの自体が多面性・多義性をもつ概念であり、これについての“思考力”を定義するのは難しいために、研究者や教師の間での基本的な共通認識が欠けている。 

→筆者の提案： 歴史的事象と密接な関係にある『地理的な観点（地理的な見方や考え方）』を“歴史的思考力”の概念の中に取り込んで、もう少し具体的な定義付けができないか。 

◇指摘② “歴史的思考力”についての研究は、その概念を明確に定義することなく、歴史学習の方法論のみについて検討しているものが多い。 

→筆者の意見： “思考力”は『認識のしかた』であって『学習のしかた』ではない！ 

ものの見方は学習の形だけで身に着くものではない⇒『思考を促す学習内容』が大切！ 

◆文部科学省が提示する学習指導要領では、歴史的思考力の説明や定義、またその必要性が記されていない。そのため、研究者によってその捉え方は異なる。 学習指導要領に載る文言であるならば、もっと明確な定義やそのねらいが示されるべき。
～今後の展望～
◆歴史的思考力についての更なる調査。

◆対象とする教育段階の設定。
◆国際的な観点(比較対象国の設定など)

◆出来るだけ早期に仮説を設定したい。
以上。
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